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1.  1.  はじめにはじめに

SUGI-J 2003

SASSAS内部構造を教えた動機内部構造を教えた動機

セミナーで使用したセミナーで使用したSASSAS内部構造の説明資料内部構造の説明資料

卒業試験問題例卒業試験問題例

SASSAS内部構造の教育が実際の業務にどのよう内部構造の教育が実際の業務にどのよう
な影響を与えたかな影響を与えたか
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2.  SAS2.  SASセミナーの開始セミナーの開始

「臨床データ論理チェック用プログラムが作成「臨床データ論理チェック用プログラムが作成
できるできるSASSASプログラマを短期間で育成して欲しい」プログラマを短期間で育成して欲しい」

オリジナル教育カリキュラムを作成オリジナル教育カリキュラムを作成
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33．呪文の限界．呪文の限界

受講者からの様々な質問に対して、その答え受講者からの様々な質問に対して、その答え
のみ教えたのみ教えた

応用問題に対応できない応用問題に対応できない

SASSAS言語を「呪文」のように教える限界言語を「呪文」のように教える限界
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44．セミナー方針の見直し．セミナー方針の見直し

Program Data Vector Program Data Vector （（PDV)PDV)

SASSAS内部構造を理解した上で内部構造を理解した上でDATADATAステップのステップの
仕組みを習得することが、応用力のある仕組みを習得することが、応用力のあるSASSASプログプログ
ラマになる近道ラマになる近道
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SASSASシステム固有の様々な規則に従って、データをシステム固有の様々な規則に従って、データを
処理した結果や出力処理した結果や出力SAS SAS データセットの変数にデータセットの変数につつ
いての情報を保持するための一時的なメモリ領域いての情報を保持するための一時的なメモリ領域



44．セミナー方針の見直し．セミナー方針の見直し
（追加カリキュラム）（追加カリキュラム）

本来外側からは見ることができない、本来外側からは見ることができない、SASSASのの
内部構造を交えた内部構造を交えたDATA DATA ステップの説明ステップの説明
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それまでのセミナー内容を反映したプログラムそれまでのセミナー内容を反映したプログラム
演習の実施演習の実施



*** 表2   演習問題 ***
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《  L IBRARY  》  ライブラリにあるデータセット [ DEM  ] を読み込み 、以下の処理を実行して下さい。 

・以下の 2 変数を新規変数として設定してください。  

・現在の各症例 1 オブザベーションの  [ DEM  ] データセットから、新規変数  [ DAY  ] の値が  「1」「8」「15」「22」

となるような各症例 4 オブザベーションの  [ DEM _NEW  ] データセットを WORK ライブラリに作成してください。

出力変数 （順不同 ）： [ SUBJECT  ] [  PAT IENT  ] [ SEX  ] [ B IRTHDAT  ] [ DAY  ] [ COUNT ] 

・新規変数  [ COUNT  ] に全オブザベーションを通して連番をつけてください。  

[ DEM  ] データセット 

[ DEM _NEW  ] データセット 

変数名  型／長さ  ラベル  
D AY  数値／ 8 バイト  D ay num ber 
C O U N T  数値／ 8 バイト  O B S N o . 



*** 表2   演習問題 ***

SASSASの経験が乏しい場合、自分の作成したプログラムの経験が乏しい場合、自分の作成したプログラム
がどのような結果を出力するのか明確ではないため、がどのような結果を出力するのか明確ではないため、
正しいプログラムを作成することは難しい正しいプログラムを作成することは難しい

SASSAS内部の動きを順に追った内部の動きを順に追ったPowerPointPowerPointファイルをファイルを
作成作成
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*** 表2   演習問題 （受講者の反応）***

セミナー中はほとんど反応がなかった受講者も質問セミナー中はほとんど反応がなかった受講者も質問

これまでとは違った雰囲気これまでとは違った雰囲気

スライドショーを見ながら説明を聞くことで、スライドショーを見ながら説明を聞くことで、DATADATA
ステップの流れ、及びステップの流れ、及びSASSAS内部構造に対する理解が内部構造に対する理解が
深まった深まった
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102
101

PATIENT

E00010101AAA
E00010041AAA

SUBJECTCENTRESTUDY
【【DEMDEM】】 データセットデータセット

*** *** データセットデータセット ******

①
②

102
102
102
102
101
101
101
101

PATIENT

822
715
68

315
422
51

8
1

DAY

2
1

CNO
【【DEM_NEWDEM_NEW】】 データセットデータセット

①-1
①-2
①-3
①-4
②-1
②-2
②-3
②-4
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*** *** Compile phaseCompile phase ******

①①構文チェック構文チェック

②② コンパイル （マシンコードへの変換）（マシンコードへの変換）

③③ ディスクリプタ情報の作成ディスクリプタ情報の作成

④④ ““ Input Buffer Input Buffer ”” の作成の作成

⑤⑤ ““ Program Data Vector Program Data Vector ”” （（PDVPDV）） の作成の作成

⑥⑥宣言（情報）ステートメントの情報を宣言（情報）ステートメントの情報を
Program Data Vector Program Data Vector （（PDVPDV）） に提供に提供

※※入力ファイルが入力ファイルが SAS SAS データセットデータセット のみの場合は作成されないのみの場合は作成されない
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*** *** Program Data VectorProgram Data Vector ******
data DEM_NEW ;

set DEM ;
do I = 1 to 4 ;

if I = 1 then DY = 1 ;
else DY = DY + 7 ;

COUNT + 1 ;
output ;

end ;
rename DY = DAY  COUNT = CNO ;
keep PATIENT  DY  COUNT ;

run ;

SUBJECTCENTRESTUDYPATIENT I DY COUNT _N_ _ERROR_
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*** *** Compile phaseCompile phase ******

①①構文チェック構文チェック

②② コンパイル （マシンコードへの変換）（マシンコードへの変換）

③③ ディスクリプタ情報の作成ディスクリプタ情報の作成

④④ ““ Input Buffer Input Buffer ”” の作成の作成

⑤⑤ ““ Program Data Vector Program Data Vector ”” （（PDVPDV）） の作成の作成

⑥⑥宣言（情報）ステートメントの情報を宣言（情報）ステートメントの情報を
Program Data Vector Program Data Vector （（PDVPDV）） に提供に提供

※※入力ファイルが入力ファイルが SAS SAS データセットデータセット のみの場合は作成されないのみの場合は作成されない
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*** *** Program Data VectorProgram Data Vector ******
data DEM_NEW ;

set DEM ;
do I = 1 to 4 ;

if I = 1 then DY = 1 ;
else DY = DY + 7 ;

COUNT + 1 ;
output ;

end ;
rename DY = DAY  COUNT = CNO ;
keep PATIENT  DY  COUNT ;

run ;

SUBJECTCENTRESTUDYPATIENT I DY COUNT _N_ _ERROR_

DAY CNO
DropDrop Drop Drop Drop Drop
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*** *** Execution Phase ***Execution Phase ***
data DEM_NEW ;

set DEM ;
do I = 1 to 4 ;

if I = 1 then DY = 1 ;
else DY = DY + 7 ;

COUNT + 1 ;
output ;

end ;
rename DY = DAY  COUNT = CNO ;
keep PATIENT  DY  COUNT ;

run ;

SUBJECTCENTRESTUDYPATIENT I DY COUNT _N_ _ERROR_

DAY CNO

.. . . 0 1 0AAA 1 E0001004101 . . 0 1 0AAA 1 E0001004101 1 . 0 1 0AAA 1 E0001004101 1 1 0 1 0AAA 1 E0001004101 1 1 1 1 0

宣言
ステートメント

DropDrop Drop Drop Drop Drop
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PATIENT DAY CNO

*** *** DEM_NEW DEM_NEW データセットデータセット ******

101 1 1
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SUBJECTCENTRESTUDYPATIENT I DY COUNT _N_ _ERROR_
AAA 1 E0001004101 1 1 1 1 0
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*** *** Execution Phase ***Execution Phase ***
data DEM_NEW ;

set DEM ;
do I = 1 to 4 ;

if I = 1 then DY = 1 ;
else DY = DY + 7 ;

COUNT + 1 ;
output ;

end ;
rename DY = DAY  COUNT = CNO ;
keep PATIENT  DY  COUNT ;

run ;

DAY CNO

AAA 1 E0001004101 2 1 1 1 0
DropDrop Drop Drop Drop Drop
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SUBJECTCENTRESTUDYPATIENT I DY COUNT _N_ _ERROR_
AAA 1 E0001004101 4 22 4 1 0
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*** *** Execution Phase ***Execution Phase ***
data DEM_NEW ;

set DEM ;
do I = 1 to 4 ;

if I = 1 then DY = 1 ;
else DY = DY + 7 ;

COUNT + 1 ;
output ;

end ;
rename DY = DAY  COUNT = CNO ;
keep PATIENT  DY  COUNT ;

run ;

DAY CNO

AAA 1 E0001004101 5 22 4 1 0AAA 1 E0001004101 5 22 4 2 0AAA 1 E0001004101 . . 4 2 0AAA 1 E0001010102 . . 4 2 0
DropDrop Drop Drop Drop Drop
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PATIENT DAY CNO

*** *** DEM_NEW DEM_NEW データセットデータセット ******

101 1 1
101 8 2
101 15 3
101 22 4
102 1 5
102 8 6
102 15 7
102 22 8
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表2   演習問題 （特に理解して欲しいこと）

SETSETで読み込んだ変数、合計変数はで読み込んだ変数、合計変数はDATADATAステップループステップループ
開始ごとに開始ごとにPDVPDV内の値を初期化しない内の値を初期化しない
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宣言ステートメントの情報は宣言ステートメントの情報はCompile PhaseCompile PhaseででProgramProgram
Data VectorData Vector（（PDVPDV）） の変数に保持の変数に保持

PDVPDVのデータはのデータはOUTPUTOUTPUTステートメントでステートメントでSAS SAS データセットデータセット
に出力に出力

反復反復DODOループはループはENDENDステートメントでカウントアップしてからステートメントでカウントアップしてから
条件判定条件判定

DATADATAステップ内で新規に作成した変数はステップ内で新規に作成した変数はDATADATAステップステップ
ループ開始ごとにループ開始ごとにPDVPDV内の値を初期化する内の値を初期化する



55．． 卒業試験卒業試験

複数の複数のSASSAS経験者に模擬的に試験を行い、経験者に模擬的に試験を行い、
試験の難易度を調整試験の難易度を調整

ほとんどの受講者が合格ラインを超えたほとんどの受講者が合格ラインを超えた
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66．卒業試験問題例．卒業試験問題例
*** *** 表表5 5 卒業試験問題卒業試験問題 11 ******

次のプログラムを実行し、作成される次のプログラムを実行し、作成されるSASSASデータセットデータセット
【【TEST5TEST5】】の変数の変数[X][X]の値を記述して下さい。の値を記述して下さい。

datadata TEST5 ;TEST5 ;
S = 1 ;S = 1 ;
dodo X = 1 X = 1 toto 7 7 byby 2 ;2 ;

S + 1 ;S + 1 ;
X + S ;X + S ;

endend ;;
runrun ;;
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66．卒業試験問題例．卒業試験問題例
*** *** 表表6 6 卒業試験問題卒業試験問題 2 ***2 ***

次のプログラムを実行した結果はどうなるでしょう？選択肢の中次のプログラムを実行した結果はどうなるでしょう？選択肢の中
から選んでください。但し、データセットから選んでください。但し、データセット【【VITVIT】】は変数は変数
[CTEMPORA] [WEIGHT][CTEMPORA] [WEIGHT]のみが存在することとします。のみが存在することとします。

datadata TEST6 ;TEST6 ;
setset VIT ;VIT ;
renamerename CTEMPORA = CTMP ;CTEMPORA = CTMP ;
formatformat WEIGHT 8.1 ;WEIGHT 8.1 ;
labellabel CTMP = 'TEMP (C)' ;CTMP = 'TEMP (C)' ;

runrun ;;

AA：フォーマットは設定されない：フォーマットは設定されない
BB：ラベルは設定されない：ラベルは設定されない
CC：全て問題なく設定される：全て問題なく設定される
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77．まとめ．まとめ （１）（１）
受講者からの声（その１）受講者からの声（その１）

予想とはちがう結果が出たときに予想とはちがう結果が出たときにSASSAS内部構造を思い内部構造を思い
出すとエラーの原因が容易に分かった出すとエラーの原因が容易に分かった

SASSASの内部構造を理解することは非常に重要であり、の内部構造を理解することは非常に重要であり、
また、結果的に実際の業務において非常に有用また、結果的に実際の業務において非常に有用
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SASSASの内部構造だけを学んでも、それを実践に生かせの内部構造だけを学んでも、それを実践に生かせ
なければ意味はないなければ意味はない

講師陣の見解講師陣の見解



77．まとめ．まとめ （２）（２）
受講者からの声（その２受講者からの声（その２ ））

最初から業務に必要なことのみ教えてくれれば最初から業務に必要なことのみ教えてくれれば
すぐに作業ができるようになったのではすぐに作業ができるようになったのでは

SASSAS内部構造を学べば、内部構造を学べば、SASSAS言語を幾つかのパターン言語を幾つかのパターン
に分類でき、その後の自主学習もスムーズに分類でき、その後の自主学習もスムーズ
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SASSASの内部構造がブラックボックスでは・・・の内部構造がブラックボックスでは・・・

実力を上げるために多くの「呪文」を覚える必要実力を上げるために多くの「呪文」を覚える必要

経験という名の恐ろしく時間がかかる方法でしか経験という名の恐ろしく時間がかかる方法でしか
成長できない成長できない

講師陣の見解講師陣の見解



77．まとめ．まとめ （３）（３）

受講者からの声（その３受講者からの声（その３ ））

SASSASに対して興味を持ったに対して興味を持った

最後に・・・最後に・・・

SASSAS経験者にも経験者にもSASSAS内部構造の理解は有用内部構造の理解は有用
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SASSAS内部構造を学ぶ喜びを知ることが高いレベル内部構造を学ぶ喜びを知ることが高いレベル
ののSASSASプログラマに成長する近道プログラマに成長する近道

講師陣の見解講師陣の見解
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